





















今日, 学士課程段階の教職課程には, 学校安全 (2019
年度から) やインクルーシブ教育, 発達に特性のある児
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本稿は本誌第 11 号 (2019 年) 承前 ｢学校教育をめぐる多職種連携学習の施行 (その 1)｣ の続きである. ｢同 (その 1)｣ で
は, 学校と福祉をつなぐ多職種連携について, 自身の研究観点や大学での実践をふり返り, 学校教育と社会福祉をめぐる学


















の話題) を生みだし, 他方で, 先入観や主観性を高め,
教育現場への恐れを抱かせる場合もある.




若者が ｢問い, 考え, 語り, 聞く｣(1) こと, そして気づ
くこと, 受け止めること, 取り組めること, さらに ｢我
がこととしてとらえる｣ 能力の習得が求められる. 今日








てこなければならない. ｢チーム学校｣ が教師を含め 3
者以上の多職種による構成を前提とすると定義してみる
価値はあろう. 教師の後ろには保護者がいる (合い並ん

























ない, いわゆる ｢チームとしての学校｣ を実現し学校の
組織力・教育力を高めることの重要性を指摘する. こう
した専門職が児童の福祉や心理に関する支援に従事する
という ｢専門職｣ になったわけである. まさに, 学校に
おける子どもの多様性が教職員の多様性にも及んでくる
時代がはじまっている. ただ, その一方で, こうした
｢専門職｣ は, 日常の諸事案に責任を持ち, たとえば学
校事故において処分の対象にもなり, 矢面に立つことに













うに ｢職員｣ 化したことは, 今後, 日を追って, 教育委
員会や学校管理者からの業務評価の被対象者として位置
づくことになる.
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 チーム医療からの示唆―役割の拡大と制限
本誌 11 号でもチーム医療をめぐる IPWの実践につ
いて論じたが, こうした ｢チーム学校｣ の今日的課題に
ついて, 改めて, チーム医療の歴史的経緯と現状・課題








のために協働する. いわば医師を ｢頂点｣ に, 看護師や
保健師, 助産師, 社会福祉士, 公認心理師などが従事す
る. 1948 年に医師と看護師 (当時は看護婦) 保健師
(同), 助産師 (同), 薬剤師, 1951 年に診療エックス線
技師 (今日の診療放射線技師), 1965 年に理学療法士や






いう ｢多職種相互乗り入れ型｣ の定義によれば, ｢すべ

























さらに, 教師の ｢特定行為｣ とはなにかという議論を
生み出すことにもなる. これが明らかになると教師のオー
バーワークや無駄な職責の拡張を遮り, 業務を整序して



















第 4に, チーム医療には ｢患者やその家族もチームの





こうした ｢クライエント (子ども) の意思決定や個の
尊厳｣, ｢支援者 (教師や福祉職) の特定行為の解明｣,
｢情報収集と実行をめぐる権限｣, ｢保護者もチームの一





















































職への尊敬である. 学校には, 校長, 教頭・副校長, 主
幹教諭, 教諭, 主任, 主事, 養護教諭, 養護助教諭, 栄
養教諭, 司書教諭とともに, 学校医, 学校歯科医, 学校
薬剤師, 高校では助手教諭, 近年, 部活動指導員, スクー
ルカウンセラー, スクールソーシャルワーカー, そして
学校事務職員, 調理師, 調理員, 寄宿舎指導員などがい
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る. ｢サービス｣ をめぐる認識は, 欧米との差異を自覚
しておく必要がある. サービスは申し出や任意性はある









































よいか. ここに 1つの ｢学校福祉｣ の意味がある.
 教育実習後のふり返りに見る ｢学校福祉｣
日本福祉大学での後期科目 (2018 年) では 『学校福
祉とは何か』 をテキストにして講義をおこなった. 『生
徒指導・進路指導論』 という教職科目で, 受講生は小学



























て, 給食やトライライト (学童保育の名称), 遊具・運
動場の整備, 保健室の存在をあげてきた. 栄養のバラン
スの取れた食事としての給食指導や朝ごはん・外食をめ










































































































2018 年 11 月, これらの教職履修学生がスクールソー
シャルワーカーの報告会 (本学社会福祉学部の野尻紀恵
教授担当) に参加する経験を得た. 福祉大の特徴として,



















































































が薄らいでいく. 学校福祉とは, 子どもの福祉 (しあわ
















を, この ｢学習権保障｣ への気づきとクロスする問いと











がある. ｢学習権保障｣ に着目することは, そこから排
除や疎外されている子どもとの出会いや存在への認知に
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